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mura and Itasaki, 1992）．やがて，中脳後脳境界部（峡
部）を間脳部に移植すると移植片の周りに視蓋を誘導
することが示され （Martinez et al., 1991 ; Martinez et 
al. 1995），峡部は視蓋のオーガナイザーとして働くこ
とがわかりました．その後，峡部には Fgf8が発現し


















トの軸と同じになりました（Ichijo et al., 1990 ; Ma- 






















Pax6と En1/Pax2の，中脳後脳境界は Otx2と Gbx2の抑制的相互作用により決まります．En1，Pax2，Otx2の
発現している領域で後に Pax3/7の発現する領域は視蓋として分化します．











D, E : 9体節期に間脳胞を中脳胞後ろに移植．14日目視蓋の切片．Eは Dで示された部分の拡大．




として分化します（B, B́，破線で移植片部分を示してあります）．移植片からすべての視蓋の層，SO （Stratum 
opticum），SGFS （Stratum griseum et fibrosum superficiale），SGC （Stratum griseum centrale），SAC （Stratum 




di : 間脳胞，Ho : ホスト，tect : 視蓋原基，Tr : 移植片，バー : 500 µm （D）, 100 µm （E）
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リ胚が復権しました（Nakamura et al., 2004）．このエ
レクトロポレーション法はニワトリ胚だけでなく，子
宮内のマウス胚にも適用されています（Saito and 


















が欠けた表現系を示します（Acampora et al., 1995 ; 













抑制的な相互作用で決まることが示されました （Ma - 








ているということです （Araki and Nakamura 1999 ; 


















































A : Fgf8aの強制発現（孵卵 6.5日固定）
B-D : Fgf8bの強制発現．Bは脳全体を背側からみたもの．C, Dは矢状断切片で，D は拡大図（孵卵 14.5日固
定）．
E-F : Fgf8による ERKの活性化．抗リン酸化 ERK抗体による免疫染色





















（Olsen et al., 2006）．
峡部より前で前脳胞，中脳胞に発現している Otx2
は Fgf8の小脳誘導作用に対する閾値を上げます．
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